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目的と活動
objects

 ①学ぶ→天塩町を知り、発信するため

 SNSなど活動を発信するスキルを知る

 SNSを活用した地域プロモーションセミナー参加

 多言語解説文の作成セミナー参加

 日本語教育シンポジウム参加

 多文化共生のなかで災害支援をするために

 HIECC（北海道多文化共生多言語）サポーターとなる

 ②気づく→地域おこしを実現化するため

 町は安全だけれども、無人のバス待合所が改装前のような内装

であることを知り、活動と結び付けられないか企画を始めた



活動内容①
activity contents

メディア

◆メディア取材対応
エフエムもえる「きらり！るもい人」出演。
２月４日オンエア
好きな言葉「セレンディピティ（偶然の幸運）」を
紹介でき、充実した時間となりました。

◆SNS発信
１）Facebook
https://www.facebook.com/TeshioTownAreaRevitalizationCooperationParty

地域おこし協力隊ページの投稿を行いました。特に
印象的なのは、誕生日を迎えた町内最高齢103歳の
花田さんの取材でした。(3/3)

２）Noteでブログを開始
https://note.com/teshionne/

３）Twitter で投稿を開始
https://twitter.com/teshionne

Facebookより

花田さんご家族撮影



活動内容②
activity contents

出張
◆「TESHIO TOWN -kono machi」
倭田宏樹写真展支援（1/14-16、札幌チカホ)

とにかくたくさんの方に観覧していただき、ありが
たい体験となりました。東京の第一線で活躍する、
天塩町出身の写真家・倭田さんのお話を直接聞ける刺
激のみならず、出発前日の大吹雪、現地設営と行き
交う札幌市民。すべてが勉強になりました。

観覧者の数を数えたり、感想を伺ったりするなかで、
「天塩に住んでたのよ」と話しかけてくださる
元町民の方々との会話は貴重な場となりました。
かつてたくさんの町民が参加した盆踊り、
駅前の通りのにぎやかさ、風の強さ、にしん漁の香り
の話など、町の歴史を感じることができ、また、
こうした会話を通して、私も天塩町民になることが
できたように感じました。

後日、広報誌に協力隊通信を寄稿する機会があり、
こうした感動を忘れないよう記録できました。
これからは、天塩町が風景表現の宝庫になるよう、
自分でもカメラを買い、撮影の練習を始めています。

Facebookより

広報てしお３月号より



活動内容③
activity contents

学び関連

◆高大連携シンポジウム（1/9）
筑波大学主催シンポジウムに参加した天塩高校生による
町おこしプレゼンテーションの会場運営を支援しました。
シンポジウムの前には、私自身のこれまでの経歴を天塩
高校生にプレゼンテーションしました。

◆筑波大学大学院生研究発表観覧（2/7）
サービス工学シンポジウム開催に先立ち、天塩町の
夕日を初めて数値化した「夕日・トワイライト景観を
力にする地域活性化」修士論文発表をオンラインで見学
しました。
◆筑波大学サービス工学シンポジウム（2/17）
「夕日・トワイライト景観を力にする地域活性化」
を含め、学生発表を見学しました。

◆啓徳小学校オンライン授業（3/10）
啓徳小学校と役場をオンラインでつなぎ、

①これまで行ったことのある国
②これまで住んだことのある国
③そうした国の有名な景色や食べ物

について６年生の授業のなかで発表しました。
また、３月１５日は、６年生による社会科の発表会を
見学するため、学校訪問をし、感想をお話してきました。

◆ハロウ・インターナショナル・スクール安比校（3/10）
2022年８月開校予定。マイケル・ファーリー校長による
オンライン説明会に参加。岩手県安比高原の大自然の
環境で実現できる英国式全寮制教育についての構想を視
聴しました。
https://www.harrowappi.jp/ja/the-school-jp/about-us/



活動内容④
activity contents

海外関連
◆観光関係事業従事者インバウンド対応研修(2/24)
インバウンド観光の現況についての研修のあと、
台湾人観光客とコミュニケーションするための
中国語会話講座がありました。
https://h-inbound.com/kenshu10/

◆「日アラスカ姉妹都市フォーラム」参加(2/25)
オンライン開催により日本及びアラスカの姉妹都市
関係者として出席。日アラスカ交流促進について議論
されるなか、姉妹都市交流活動の近況、将来の活動予
定などの情報を確認することができました。

公益財団法人北海道観光振興機構HPより

Facebookより



活動内容⑤
activity contents

夕日インバウンドと中国
◆島根大学の野田教授、倪卉（にき）研究員と打合せ(2/24)
島根大学より地域経済について調査のため天塩町に滞在
されている両氏と２日間に渡り、打ち合わせしました。

①島根とのセールスポイントの似ている点を確認
セールスポイント→夕日、しじみ

②天塩町と松江市で夕日やしじみのコラボレーションが
できないか、今後調査協力について確認（参考：夕日を
配したパッケージにしじみの真空パックを入れたお土産。
ストーリー性のある地域おこしについて）

◆中国からのインバウンド施策について倪卉研究員より
講義していただきました。

①SNSや現在構築中のウエブサイトでの中国語展開に
ついて、注意すべき点の講義

②今後、天塩町のPRとして中国語市場で有効なSNSと
注意点について



活動内容⑥
activity contents

バス待合所美化プロジェクト

◆バス停の待合所を利用した際、美化の余地があると感じ、
企画しました。

①最大ユーザーである天塩高校生への防犯
②地域住民の利用しやすさ

を主題に明るく、クリーンで、あたたかみのある内装を
めざし、野口隊員とともに地域おこし協力隊として担当させ
ていただくよう住民課と調整しています。

高校生を含め、住民参加のもとにリノベーションすることで、
地域おこしの「見える化」となるよう、希望をかねまして
広報誌で発信させていただきました。

すでに、「ぜひ協力したいです」と住民の方からのお申し出
があり、現在計測が完了しコストの見積を行っております。広報てしお４月号より

美化前 美化後イメージ



活動内容⑦
activity contents

ホームページ公開
◆自身のホームページをつくりました
英語ページを中心につくり、天塩町民の方への
施術のご案内や私の経歴のページを日本語で閲
覧できるようにしました。以下のねらいをもた
せています。

①グローカルの実現
②多言語表記（中国語、ベトナム語が選べる）
③健康増進
④インバウンドへの準備
⑤地元食材の漢方視点のご紹介（例：よもぎ）

◆天塩町民向け会員カードをつくりました
ホームページを閲覧できない方も含め施術を
ご案内できるようカードをつくりました。

◆関係人口創造のためのカードをつくりました

◆今後は日本語のホームページをつくり、そこから
中国語への翻訳をかけ、自動翻訳ではない中国語
ページの充実をはかる予定です

町民カード

ホームページ https://www.teshionne.com/

関係人口カード



活動内容⑧
activity contents

 近隣リソースの探求

 豊富温泉（皮膚疾患についての学びも含む）

 ヘルスプロモーション

 夕映イベント参加打ち合わせ（３月２２日）

 Sunny Space（４月施術体験会セッティング ３月２６日）

 ８丁目町内会シニア倶楽部（３月３０日）

 介護関連

 いきいきサロン（３月２２日）

 その他個人活動

 札幌市にて「北海道 食のダイヤモンドロマン」体験（2/12)

 天塩町のしじみをフレンチとして三國清三シェフが表現

 ヌーベルプース大倉山の加藤秀克シェフが料理

感動しました！ 天塩の「しじみ」は宝です！！



感想
findings

 天塩エリアの冬は寒かったです！

 ２月は問寒別にて-30度という寒さを体験でき貴重な機会となり

ました。寒さも資源だと感じました

 超低温と鍼について今後はさらに考察したいです

 天塩町出身のオリンピック選手に感動しました！

 バイアスロン蜂須賀明香選手のお父様が来庁されました。蜂須

賀選手が帰朝された際、北京２０２２年オリンピック大会での健

闘する姿を見せて頂いたことに対し、町民として感謝の言葉を

お伝えしたいです



次なる展開
issues & next

 引き続き近隣リソースの探求

 オホーツク海側、中頓別など

 定期的な鍼灸マッサージ体験・健康相談会の提供

 天塩温泉 夕映（毎月第四土曜日12:00-15:00）

 Sunny Space（毎月１１日前後の日曜日11:00-17:00）

 コロナまん延防止のため中止になっていた介護福祉支援の再開

 各サロン支援

 文化・学び

 生徒・学生向け各種情報収集および企画

 天塩国狂言公演実行委員会業務（７月６日公演）

 その他活動

 「天塩高校バス停美化プロジェクト」（継続）

 ホームページ更新

 クラウドファンディング型書籍企画「Booko」によるオンデマンド型

ローカル書籍実現化企画（周囲と相談しながら個人活動もしくは地域

おこし協力隊活動として調整・進行）


